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8月24日、エコキャップ推進協会からブータン・ヘルス信託基金への寄付金の
贈呈式及び記者発表会が日本外国特派員協会にて行われました。
エコキャップ推進協会の矢部信司理事長（写真右）よりブータン名誉総領事を
務めるJEPA徳田代表理事へ寄付金の目録が贈られ、寄付金はブータン・ヘルス
信託基金の口座にお振込みいただきました。

ワクチンを飲むブータンの幼児 伝統の制服を着たブータンの小学生たち

ブータンの病院の一般病棟 ブータンの病院の有料個室

松田前議員と徳田代表理事（左奥は松田前議員の奥様）

ブータンの子どもたち

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
推
進
協
会
よ
り

ブ
ー
タ
ン
・ヘ
ル
ス
信
託
基
金
へ
寄
付

BHTFからエコキャップへの感謝状

ブータンの医療事情

ブータンの病院は全て公立で無料である。首都ティンプーに
ある国立病院（２００床）を頂点として、２つの地方総合病院
（１００床）と２５の県病院（５０床）が医療の中心となっている。

医師は、あらゆる分野で不足している。医師数は２００２年の
統計で１２２人となっているが、他に外国人医師（インド、 ネ
パール、バングラデシュ、ミャンマー、ブルガリアなど）が２２人
働いている。ブータンには医科大学・歯科大学がないため、
毎年１０人程度をインド、スリランカ、バングラデシュ等の医科
大学に国費留学させている。

Biglobeブータン医療事情より

ブ
ー
タ
ン
・ヘ
ル
ス
基
金
に

　
　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て

何
故
寄
付
先
が

　
　

ブ
ー
タ
ン
な
の
か
？

葬儀でオバマ大統領と抱き合う
　　　　バイデン副大統領

　

ブ
ー
タ
ン
・
ヘ
ル
ス
信
託
基
金
（Ｂ

Ｈ
Ｔ
Ｆ
）は
98
年
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
Ｗ

Ｈ
Ｏ(

世
界
保
健
機
関)

本
部
に
て

正
式
に
承
認
さ
れ
発
足
し
ま
し
た
。　

ブ
ー
タ
ン
国
政
府
は
、
ブ
ー
タ
ン

国
の
女
性
、
と
り
わ
け
子
供
た
ち

の
健
康
を
支
え
る
た
め
に
基
礎
的

な
医
薬
品
と
ワ
ク
チ
ン
、
注
射
器
・

注
射
針
、
医
薬
品
用
の
冷
蔵
装
置

な
ど
、
初
期
医
療
の
継
続
的
な
供

給
を
目
指
し
て
信
託
基
金
を
設

立
し
ま
し
た
。

　

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
推
進
協
会
（エ
コ
推
）

の
矢
部
理
事
長
は
、
8
月
24
日
都

内
で
行
わ
れ
た
記
者
発
表
で
Ｂ
Ｈ

Ｔ
Ｆ
設
立
の
目
的
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

キ
ャ
ッ
プ
の
リ
サ
イ
ク
ル
益
で
社

会
貢
献
を
し
た
い
と
い
う
エ
コ
推
の

理
念
と
一
致
す
る
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
度
の
寄
付
は
、
エ
コ
推
の
定

款
第
3
条
に
あ
る

「
国
内
外
の

子
ど
も
た
ち
へ
の
ワ
ク
チ
ン
寄
贈

な
ら
び
に
貧
困
救
済
」
お
よ
び
第

4
条
の
国
際
協
力
活
動
に
も
該

当
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
11
年
の
東
日
本
大
震
災
の

折
、
世
界
各
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

義
援
金
を
そ
の
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占

め
る
割
合
に
換
算
し
た
時
、
ブ
ー

タ
ン
王
国
は
最
も
高
額
の
寄
付
を

他
国
よ
り
い
ち
早
く
行
っ
て
く
れ

た
国
で
も
あ
り
ま
す
。

　

同
年
の
11
月
、
国
交
25
周
年
記

念
に
国
賓
と
し
て
来
日
さ
れ
た

ブ
ー
タ
ン
国
王
の
国
会
に
お
け
る

心
情
あ
ふ
れ
る
ス
ピ
ー
チ
は
、
多

く
の
日
本
人
の
心
を
打
ち
、
勇
気

を
与
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

矢
部
理
事
長
は
、
ブ
ー
タ
ン
は

大
の
親
日
国
で
あ
り
、
ブ
ー
タ
ン

の
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

の
た
め
に
こ
の
度
の
寄
付
が
少
し

で
も
役
立
つ
こ
と
が
出
来
れ
ば
嬉

し
い
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

Ｂ
Ｈ
Ｔ
Ｆ
は
初
期
医
療
セ
ク

タ
ー
と
し
て
独
立
採
算
を
目
指
し

て
お
り
、
ブ
ー
タ
ン
国
内
外
か
ら

広
く
寄
付
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

松田学前衆議院議員

「松田政策研究所開設報告会」

松田先生もう一つの顔

松田先生はチェロの演奏家として、
オーケストラの団員およびソリスト
としても演奏活動をなさっていま
す。奥様は現在ウィーンを中心に
活動するピアニスト、お嬢様は、
パリでオペラのプリマドンナとして
ご活躍中です。

7
月
28
日
、
千
代
田
区
永
田

町
の
星
陵
会
館
「シ
ー
ボ
ニ
ア
」

に
て
、
次
世
代
の
党
政
調
会
長

代
理
・
松
田
学
前
衆
議
院
議
員

に
よ
る
「
松
田
政
策
研
究
所
開

設
報
告
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
報
告
会
は
民
間
の
方
々
を

中
心
に
企
画
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
で
し
た
が
、
党
派
を
超
え
て
多

く
の
国
会
議
員
の
方
々
も
参
加

さ
れ
、
会
場
か
ら
溢
れ
る
ほ
ど

の
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
報
告

会
で
は
、
ブ
ー
タ
ン
名
誉
総
領

事
を
務
め
る
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ａ
徳
田
代

表
理
事
も
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
財
務
省
（大
蔵
省
）

勤
務
で
様
々
な
要
職
を
歴
任
さ

れ
た
松
田
先
生
は
今
後
、
松
田

政
策
研
究
所
を
拠
点
と
し
て
積

極
的
に
発
信
活
動
を
展
開
な
さ

る
ご
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

2015年5月、JEPA役員
ホワイトハウス・レセプションへ

参　加

　 JEPA役員は、今年もホワイトハウス
恒例の大統領夫妻主宰によるレセプ
ションの招待状を頂き5月下旬に訪
米した。しかし、5月30日、バイデン副
大統領の御息子で、デラウェア州前
司法長官のボー・バイデン氏が脳腫
瘍のため死去された。このため予定
されていたホワイトハウスでのレセ
プションは中止となり、翌5月31日
フォード劇場でのアーチストによる
パフォーマンスのみ行われた。

　オバマ大統領の任期は2017年1
月まで。民主党、共和党とも2016年
7月の全国大会に向けて大統領候
補指名争いが激しくなってきた。

　バイデン副大統領が民主党候補
指名争いに参戦するとの見方が強
まっている。これまで独走を続けて
きたヒラリー・クリントン候補の勢い
に陰りが見られ、民主党支持層が
新たな選択肢を望んでいると米国
のメディアは伝えている。



  『本会は、日本とASEAN諸国との相互の文化的理解を
基盤として、経済的社会的発展と国民相互の友好協力に
　　　　　　貢献することを目的とする』

本部：　東京都千代田区神田錦町３－２
　　　　　　電話(03)5280-6123

アセアン加盟国
活  動  内  容

ネットワーク・サービス
インドネシア　　マレーシア　
フィリピン　　　　シンガポール
タイ　　　　　　   ブルネイ
ベトナム　　　　  ラオス
ミャンマー　　　　カンボジア
日本　　　　　　　中国
韓国

アセアン各国諸機関とのネットワーク
国際交流に関する支援活動

教育・研修・研究活動
国際会議・シンポジウムの開催

海外視察団派遣

ビジネス・サポート
企画･開発業務等に関するサポート
海外進出・合弁企業等に関するサポート

出版活動
アセアン時事ニュースの発行

政治・経済・文化資料の提供

新時代を切り拓き、企業の発展に貢献する経済団体です。
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銀行の貸し手責任を問う

椎名麻紗枝弁護士

主な取扱分野　　　　　　
•医療過誤　　　　　　　　　•金融問題　　
•被爆者問題　　　　　　　 •離婚問題
•薬害エイズ•ＨＩＶ訴訟　•医療過誤
•一般民事全般

事務所所在地
•東京都千代田区永田町2-17-10
 サンハイム永田町404-501
 Tel: 03-3581-3912　Fax: 03-3593-0394

一
般
民
事
を
は
じ
め
、
医
療
過
誤
、
被
爆
者
問
題
、
薬
害
エ
イ
ズ
・Ｈ
Ｉ
Ｖ

訴
訟
、
金
融
問
題
な
ど
幅
広
く
活
躍
。
バ
ブ
ル
期
に
、
大
銀
行
が

「フ
リ
ー

ロ
ー
ン
」
を
使
っ
て
個
人
へ
の
押
し
付
け
過
剰
融
資
を
実
行
し
、
そ
の
結
果
、

住
む
家
を
失
う
、
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
な
ど
、
個
人
が
食
い
物
に
さ
れ

て
き
た
実
態
を
知
る
。
以
後
一
貫
し
て
被
害
者
の
救
済
・弁
護
活
動
に
奔

走
し
て
い
る
。

　

96
年
1
月
に
は
「銀
行
の
貸
し
手
責
任
を
問
う
会
」
を
結
成
し
て
事
務

局
長
に
。

　

主
な
著
書
は
「原
爆
犯
罪
」
「離
婚
・
再
婚
と
子
ど
も
」
「１
０
０
万
人

を
破
滅
さ
せ
た
大
銀
行
の
犯
罪
」
な
ど
多
数
。

　

「
銀
行
の
貸
し
手
責
任
を
問
う
会
」
は

学
者
、
研
究
者
、
弁
護
士
有
志
の
呼
び
か

け
に
よ
り
１
９
９
６
年
１
月
20
日
に
発
足

し
ま
し
た
。
会
の
発
足
ま
で
の
一
年
間

「
銀
行
の
貸
し
手
責
任
を
問
う
」
の
テ
ー

マ
で
５
回
の
シ
ム
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て

き
ま
し
た
が
、
毎
回
シ
ム
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、

１
０
０
名
を
越
え
る
人
々
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
銀
行
被
害
者
の
多
く
は

バ
ブ
ル
期
に
銀
行
の
「
提
案
融
資
」
の
名

の
も
と
に
、
押
し
付
け
過
剰
融
資
の
被
害

に
あ
っ
た
人
た
ち
で
し
た
。

　

被
害
者
の
多
く
に
共
通
し
て
い
る
こ
と

は
、
も
と
も
と
は
借
金
の
必
要
な
ど
な

か
っ
た
の
に
、
銀
行
か
ら
、
こ
の
ま
ま
で
は

相
続
が
発
生
し
た
ら
、
家
を
売
ら
な
け

れ
ば
相
続
税
が
支
払
え
な
く
な
る
と
脅

か
さ
れ
、
変
額
保
険
、
不
動
産
共
同
投

資
、
海
外
不
動
産
な
ど
の
購
入
や
、
立

体
駐
車
場
の
建
築
を
す
す
め
ら
れ
、
そ

の
資
金
の
貸
付
を
強
い
ら
れ
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
年
金
暮
ら
し
の
人
に
ま
で
、

多
額
の
借
金
を
押
し
付
け
融
資
す
る
こ

と
自
体
、
潜
在
的
不
良
債
権
を
つ
く
り

出
す
こ
と
に
な
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
た

の
で
あ
り
、
バ
ブ
ル
期
の
無
軌
道
な
銀
行

の
融
資
行
動
を
端
的
に
示
し
て
い
ま
す
。

の
み
な
ら
ず
銀
行
被
害
の
被
害
体
験
が

具
体
的
に
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
銀
行

は
豊
田
商
事
ま
が
い
の
詐
欺
商
法
す
ら

行
っ
て
い
た
の
で
す
。　

銀
行
被
害
は
、
個
人
債
務
者
と
銀
行
と
の

金
銭
ト
ラ
ブ
ル
と
い
う
言
葉
で
片
づ
け
ら

れ
る
問
題
で
は
な
く
、
ま
さ
に
人
権
問
題

で
す
。

　

私
た
ち
銀
行
の
貸
し
手
責
任
を
問
う
会

は
、
１
９
９
６
年
１
月
に
発
足
し
て
以
来
、

バ
ブ
ル
期
の
無
軌
道
な
銀
行
の
融
資
行
動

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
変
額
保
険
や
不

動
産
共
同
融
資
を
は
じ
め
と
す
る
た
く
さ

ん
の
銀
行
被
害
者
の
た
め
に
、
「
銀
行
の
貸

し
手
責
任
」
に
つ
い
て
の
社
会
的
コ
ン
セ
ン

サ
ス
を
広
め
、
銀
行
取
引
に
つ
い
て
の
消
費

者
保
護
の
立
法
化
と
さ
ら
に
そ
の
被
害
の

迅
速
な
救
済
の
た
め
の
公
正
な
仲
裁
機
関

の
設
置
を
目
指
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
、
『中
小
企
業
等
金
融
円
滑
化

法
』
一
昨
年
３
月
に
失
効
し
た
の
を
機
に
、

約
定
ど
お
り
の
支
払
い
が
困
難
な
中
小
企

業
は
、
金
融
機
関
か
ら
、
情
け
容
赦
の
な
い

返
済
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
債
務
者
保
護

の
法
的
規
制
が
な
い
ま
ま
、
債
務
者
の
自
己

責
任
だ
け
が
強
く
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

れ
ば
、
ど
れ
だ
け
多
く
の
被
害
者
が
う
み

だ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
も
銀
行
に
よ
る
人
権
侵
害
の
救
済

に
向
け
て
、
研
究
お
よ
び
活
動
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
積
極
的
な
ご
参
加
お

よ
び
ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
バ
ブ
ル
の
崩
壊
に
よ
り
、
銀
行
は

多
額
の
不
良
債
権
を
か
か
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
銀
行
は
不
良
債
権
の

処
理
に
あ
た
っ
て
き
わ
め
て
不
合
理
な
債

権
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

バ
ブ
ル
企
業
の
不
良
債
権
に
対
し
て
は
銀

行
は
貸
し
倒
れ
金
と
し
て
処
理
し
な
が

ら
、
個
人
債
務
者
、
し
か
も
銀
行
の
詐
欺

商
法
の
被
害
者
に
対
し
て
も
、
銀
行
は

個
人
債
務
者
の
自
宅
を
競
売
し
て
ま
で

回
収
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　

し
か
し
、
バ
ブ
ル
企
業
の
場
合
に
、
借
り

手
の
計
算
に
お
い
て
借
り
入
れ
し
て
い
る

の
で
す
か
ら
、
借
り
手
の
自
己
責
任
と
い

う
べ
き
で
す
が
、
銀
行
の
押
し
付
け
提
案

に
よ
る
融
資
を
受
け
た
個
人
債
務
者
の

場
合
は
、
も
っ
ぱ
ら
銀
行
の
計
算
に
お
い

て
融
資
が
行
わ
れ
た
の
で
す
。
な
に
よ
り

も
銀
行
の
貸
し
手
責
任
が
問
わ
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
で
、
大
型
フ
リ
ー
ロ
ー
ン
の
被
害

者
は
、
１
０
０
万
人
に
及
ぶ
と
思
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
の
人
た
ち
は
、
長
い
人
生
を

堅
実
に
働
い
て
取
得
し
た
生
活
の
基
盤
で

あ
る
自
宅
を
銀
行
に
奪
わ
れ
、
ま
さ
に

ホ
ー
ム
レ
ス
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
事

態
が
進
行
し
て
い
る
の
で
す
。
ま
た
、
そ
の

た
め
に
精
神
障
害
さ
え
引
き
起
こ
さ
れ

た
ケ
ー
ス
さ
え
あ
り
ま
す
。

　

金
融
被
害
の
代
表
的
な
サ
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債権回収業者が、あなたの生き血
をすする ! 大型不良債権の処理を
終えたサービサーが、個人を債権
奴隷にしようと狙っている。債権に
よる無法企業乗っ取り、実質脱法
金利、第二のサラ金地獄を防ぐ正
義の告発 講談社刊

この度の東京、広島、長崎での公演は、聴衆の
方々から沢山の感動の声を頂いた。また三都市
とも、多くのメディア取材があった。

国連合唱団プロフィール

　 1947年ニューヨークの国連本部
職員有志により結成される。国際
平和と安全の維持を主な目的に、
紛争の解決、内戦・テロリズムへの
対抗など、さまざまな平和構築 ・
支援活動を行う国連 （国際連合）
その職員たちが自らの任務の枠を
超え、文化の力による平和創造を
目指し、ニューヨークの街でそれ
ぞれの故郷の歌をうたったことに
その活動の端を発する。
　
　以降、彼らは余暇を練習に充て、
自費を費やして世界を回り、平和
へのメッセージをうたってきた。色
とりどりの民族衣装に身を包み、
世界中の歌をうたう彼らのステージ
は、美しく尊さに満ち溢れている。
多くの観客を魅了し、そこにいる全
ての人々の平和への思いを一つ
にしてきた。結成以来訪れた国は
数十カ国にものぼる。国連合唱団
は、音楽による心と心の交流を通
した平和実現のために、これからも
うたい続ける。

　 JEPA下地会長は特別顧問、
徳田代表は副実行委員として合
唱団の公演をサポートしている。

　米ニューヨークの国連本部の職員でつくる
国連合唱団が２日、東京都千代田区でコンサー
トを開いた。被爆 70年と国連創立 70年の節
目として来日。「平和と希望のコンサート」と
題して歌声を響かせた。６日に広島、９日には
長崎で公演した。
　13カ国出身の職員ら24人が民族衣装で舞
台に立ち、いろんな国の歌をそれぞれの民族衣
装をまとって歌い、客席から喝采を浴びた。
指揮者を務めたアルゼンチン出身のジェルモ・
バイスマンさん（54）は「音楽の力で、人々は
平和のために歩み寄ることができると思う」
と話した。最後は、都内の小学生らも交え、出
演者全員が観客とともに童謡「ふるさと」を
歌い上げた。

朝日新聞デジタル2015年8月3日より一部抜粋
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　犯罪被害者等基本法が制定され、現在、
さらに見直しをされています。 刑事司法
関係機関や、行政機関などでも少しづつ
被害者を支える窓口や制度が整ってきて
います。そうした変化の中でも変わらない
のは、 大切な方を奪われた犯罪被害者
ご遺族の悲痛な思いです。

　この手記は、同センターの自助グループ
が編纂した 「もう一度会いたい （遺族の
手記　第 14 集）」 から抜粋させていただき
ました。

公益社団法人被害者支援都民センター

JEPAも会員として応援しています。

諸活動に参加して

久保田　由枝子

　平成10年春、息子は新潟県塩沢町の町道
に面したロッジの前で、友人と立ち話をして
いた時、飲酒運転、速度超過の車にはねら
れ亡くなってしまった。23歳だった。今年の春、
息子の17回忌法要を家族だけで出席して行
なった。住職さんの話を聞きながら、新たな
涙が出た。寂しい、会いたいという気持ちが
ますます強くなった。

　これまで、苦しさ、悲しさは、自分限りにした
いと考え、同じ思いを抱く、全国各地の交通
犯罪の遺族の皆様が協力して行なっている、
悪質交通犯罪の罰則を強化する刑法改正
のための署名活動に参加した。そして、各方
面の努力の結果、危険運転致死傷罪が新
設されたのです。

　しかし、今でも飲酒運転やスピード違反など
の、悪質な交通犯罪は後を断ちません。
さらに、薬物乱用、危険ドラッグの吸引などの
運転により、多くの死傷者が出ている犯罪が
加わってきた。重い犯罪としての意識に欠け
る人達に対し、どうすれば良いのか、私の気
持ちが暗くなります。

　また、被害者支援都民センターの紹介で、
刑務所での、被害者の視点を取り入れた教
育プログラムに参加しました。受刑者として接
してるうちに、潜在的な飲酒運転者、捕まら
ない飲酒運転者が多いことに驚愕した。そ
れは、 なんと危険なことなのか。

　息子の生命を奪った加害者も、日頃から酒
を飲んで運転していた。事件当日も自宅で日
本酒をコップ４～５杯飲み、さらに飲み足らず、
車でホテルに行き、友人2人とロックで梅酒
をコップ４杯飲んだというのです。親も、飲酒
運転を知りながら、運転を止めさせるなどの
注意もせず、家から送り出していました。さら
に、保険会社の人も、「この辺りは飲酒運転
は当り前ですから」 と、息子を亡くした私達家
族に平然と言ったのです。日頃から、警察が
きちんと取り締まっていたら、息子はこんなこ
とにはならなかった、と私は改めて悔しくなり
ます。

　車を運転する者の違法な判断や行動で、
取り返しのつかない事態に陥っている。何の
罪もない善良な人々の大切な生命が奪われ
ている。奪われた生命は戻ることはありませ
ん。他方、受刑者は一定期間、衣食住付き
の中で服役し、生きて家族の元に戻ることが
出来るのです。世の中、こんな不公平、理不
尽なことが平気で繰り返されている。悔しい。
私は納得がいかない。

　次に、私が住む国分寺市では、一昨年の
12月27日に、犯罪被害者等基本法に基づき、
市の犯罪被害者等支援条例が可決成立し、
行政が動きだしています。

　都民センターの自助グループのメンバーは、
時々、談話室と称する市の会議室で、障害
のある方々が作るお弁当を取りよせ、食べな
がら利用させていただいている。時には、所

属の課長、係長さん達が時間の許す限り、
「お話、聞いていい？」と、覗き込み、私達
犯罪被害者の生の声を、前向きに聞いて
います。そんな時、立場が違っても、同じ
人間として心が通い、被害者への理解者
として感じることができ、気持ちが楽になり
ます。
　
　大半の犯罪被害者は、街の中の喫茶店
や食事をする場所では、本音で話し合うこ
とが困難です。周囲でくつろいでいる人の
視線が気になるからです。時には、居場
所を忘れて怒ったり、大きな声、突然の涙
が出てしまうからです。市が、安全、安心の
場所を提供してくれたことは、心の回復に
も繋がり、大きな力になっています。感謝
しています。

　私の体験から、被害者の申し出を 「待
つ」という受け身の姿勢ではなく、出向い
て 「相談にのる」 という体制をつくって欲
しいと願っています。それには、犯罪被害
が生じた時、警察、自治体、病院などの
関係する機関が連携し、相互に 「報告、
連絡、相談」 していく体制をとり、早期の
うちに被害者を支援することが大切だと
思います。感覚が麻痺し、混乱した犯罪
被害者にとって、直後から、可能な限りの
支援を受けることができたら、安心するこ
とができ、その後の立ち直りにも良い影響
があると確信しています。

　今、私は60代の後半になり、残りの人生
に、焦りを感じながら、日々暮らしています。
それは、息子が残した数々の物が、その
ままの状態だからです。母親である私が
片付けをやらねばと、強く感じていても、
辛くて、怖くて、避けてきました。

　一方、事故直後、警察から黒いゴミ袋を
渡されました。袋の中の息子が最後に身
につけていた血だらけの洋服、長靴、ハ
サミを入れた下着などは、いつの間にか
無くなっていた。また、息子が大学時代に、
ツーリングを楽しんだ息子の自転車があっ
た。私は、それを磨く度に、笑顔の息子
を思い出し、声を殺して泣いていた。主
人が、その自転車を私の視界から遠ざけ
てしまった。

　登山の道具、スキーの道具、本、衣類、
靴などまだまだ沢山ある。二度と生まれ
ない机の中の領収書さえ、まだ捨てられ
ない。

　平凡だが、笑いとジョークに包まれてい
た私達家族は、決して戻ることはない。
今後も息子のことを日々考えながら、犯罪
被害者遺族としての役割を果たしていこう
と思う。

インターネットから
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シンポジウムに出席し、コラボレーション・
フォトブースで、「女性に生まれて良かっ
た!! そんな世界を !! 」 と書いたメッセージ
ボードを掲げる徳田代表理事。

リベリア大統領エレン・ジョンソン・サーリーフ氏
と握手する安倍首相。
サーリーフ氏は、 選挙で選出されたアフリカ初
の女性大統領であり2011年10月、 ノーベル平
和賞受賞者に選出された。

女性が輝く社会に向けた国際シンポジウム開催
World Assembly for Women in Tokyo: WAW! 2015

　安倍政権の最重要課題の一つである 「女性が輝く社会」 を実現するための取組
の一環として、 昨年 9月に第 1回目となる 「女性が輝く社会に向けた国際シンポジ
ウム」 （略称 ：WAW!（ワウ））が開催されました。世界各国及び日本各地から女性
分野で活躍するトップ・ リーダーが出席し、 女性の活躍促進のための取組に
ついて議論し、提案しました。 

安倍総理大臣によるレセプションの冒頭挨拶

 　「皆さん、こんばんは。ようこそ、WAW!
へ。ようこそ、日本へ。

　 WAW ! は今回で２回目になりますが、
昨年に比べて相当パワーアップをいたしま
した。私がスピーチをした会場も、３倍ぐら
いになりました。
　 今日、私がスピーチをした場所は、大変
懐かしい場所でありまして、２８年前、私が
妻と結婚式をした場所でありまして、まさか
２人で女性が輝く社会に向けて力を合わせ
ることになるとは思ってもみませんでした。

 　女性が輝く社会づくりに向けて、私も学
ぶことがたくさんありました。それは、物事
を決めていくときに、女性が参加をすれば
間違いなく、良い結果が出てくるということ
でありまして、それは、私の家庭において
もそうですし、我が党においてもそうですし、
また、内閣においてもそうですし、おそらく
企業においてもそうなんだろうと思います。

 　今回の WAW! には、正に世界を変えて
いくために、大きな役割を担ってきた皆様
にお集まりをいただきました。
 　皆さんがこうして一堂に会していただく
ことによって、一つの大きな変革への力を
感じることができます。さまざまな分野で
活躍する女性の皆さんに集まっていただ
きました。

　明日は今年のテーマ『WAW! for All』。
すなわち、男性も女性もみんなが輝く社
会の実現に向けてであります。
　産業界、学界、開発・福祉など様々な角
度から議論が行われます。私も各セッショ
ンを聞かせていただきたいと思います。
　皆さん、世界をより良い世界にしていく
ために、女性が輝く社会を実現しようでは
ありませんか。」　
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■ ご 挨 拶

企業を取り巻く環境が目まぐるしく変化する今日、 その変化への迅速な対応が企業経営者の

最大の課題と言えます。 こうした状況の中で、 中小企業経営者たちは自らを守りぬくために、

本質的な情報や真に価値ある知識によって、 新しい事態に生き抜く方策を見出し、 即時実

現していかなければなりません。 経営者同友会は、 国際的な視野を持ち、 国内外のシンク

タンクと共に常に最新情報が入手できる人脈ネットワーク作りをしており、 そのネットワークを

活用することで、 より多くのニーズに応え、 より充実した経済活動の展開を目指しております。

会員の皆様のお役に立てれば幸甚に存じます。

人脈は企業競争を生き抜く強力な武器です。

　  ●御社の発展に必要な専門知識は充分ですか？

　  ●御社の事業活動の幅を大きく広げませんか？

　  ●地理的な制約を超え、 さらに海外への進出を

　　 　検討しませんか？

日本経営者同友会では、 豊富な経験と知識を備えた多くの

スタッフによるサポート及び、 会員企業様が相互に発展でき

るようなチャンスをご提供いたします。 また、 長年に亘り築い

てきた強力な海外の人脈を活かし、 グローバルな企業展開

のサポートをいたします。

『人　脈』

「働かないオジサン」はなぜうまれるのか？

世界的に特殊な“日本型雇用”

　 「働かないオジサン」 はなぜ生まれるのか。－長時間労働、正
社員と非正社員の格差、ブラック企業などさまざまな問題が山
積し、中高年が既得権層として指弾されてきた日本の雇用をめ
ぐる論壇。だが近年は、根本原因がかつて称賛された 「日本型
雇用」 の機能不全にあるとするシステム論的な議論が目立つよ
うになっている。（磨井慎吾）　「“働かないオジサン”が生まれる
のは、日本企業の構造的なものが大きい」 とする。
これは長期雇用を前提にした新卒一括採用制度を取る以上、
必然的に出てくる問題だという。「新卒者は能力や技能よりも、
まず会社のメンバーとして一緒に気持ちよく仕事ができるかを基
準に採用される」。白紙状態で入った後は社内で教育され、
同期入社組と横並びの年功昇給を重ねながら全員が管理職
ポストを目指して進んでいくモデルだが、「問題は管理職登用と
いう選抜によるピラミッド構造が始まる４０歳前後。ポストを得ら
れなかった人が意欲を失ってしまうために“働かないオジサン”
が発生してしまう」。
　　　　　　　　　
　こうした日本型雇用システムは、世界的にみれば特殊だ。「日
本の雇用は、まず会社の一員となる人を集め、そこから仕事を
割り振っていく 『メンバーシップ型』。対して欧米やアジア諸国
は、最初に仕事があり、それができる人を採用する 『ジョブ型』。

　労働政策研究・研修機構の濱口桂一郎・主席統括
研究員（５５）は、日本型雇用システムの本質は、「職務
の定めのないメンバーシップ型雇用契約にある」と
指摘する。集団の一員として、無制限の残業など時に
労働法に反する「滅私奉公」をしなければならない代
わりに、長期にわたる雇用保障が受けられる。「このシ
ステムは、かつてはうまく回っていた。経済は拡大し、
女性は結婚退職するので、男性正社員は多くが管理
職になれた。しかしバブル崩壊後の経済低迷で、管理
職になれない中高年が大量に出てくることになった」
　
　こうした日本型雇用の行き詰まりは、劣悪な労働環
境で社員を使い捨てるブラック企業の増加にもつな
がっている。若者の労働相談に取り組むＮＰＯ法人
「ＰＯＳＳＥ」の今野晴貴（こんの・はるき）代表（３１）は、
近年大きな社会問題と化したブラック企業は「日本型
雇用が変質したもの」だとみる。「命令権の強さはそ
のままで、手厚い福祉や雇用保障を切り捨てたのが
ブラック企業」
　
　濱口氏は、維持困難になっている日本型雇用の改
善案として職務や勤務地、労働時間などを限定した
無期雇用契約である 「ジョブ型正社員」の推進を提唱
する。一方、楠木氏は文化的な面からもジョブ型への
転換には懐疑的だ。「やはり、日本人は自分が組織の
中に位置づけられることで安心する日本型雇用システ
ムは今後も主流として存続していくだろう」
　
　雇用制度の改革は、必然的に日本社会の人と人の
関係のあり方にも影響を及ぼしていく。実は、社会や
文化全体の問題でもあるのかもしれない。
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！
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事
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る
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法
は
ぜ
ひ
共
有

し
た
い
も
の
だ
」
と
採
用
担
当
者
の
メ
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る
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一
方
で
、
「
面
白
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
人
に

無
理
や
り
や
ら
せ
て
も
辛
（
つ
ら
）
い
だ
け
」
な
ど

の
批
判
的
な
反
応
も
、
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な
か
ら
ず
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れ
た
。

「
こ
の
変
化
の
早
い
時
代
に
、
下
積
み
に
10
年
を

費
や
す
の
は
危
険
す
ぎ
る
」
と
題
し
、
就
職
し
て

も
早
め
に
見
切
り
を
つ
け
る
の
は
必
ず
し
も
悪
い

こ
と
で
は
な
い
と
す
る
反
論
記
事
（
「
ヘ
ン
テ
ナ

ブ
ロ
グ
」
）
も
現
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
交
わ

さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
中
に
は
、
「
『
昔
の
昭
和
の
人
』
に
は

相
当
好
感
を
持
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
文
章

だ
ろ
う
が
、
今
の
若
者
に
は
ど
う
か
な
？
」

（
は
て
な
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
）
と
世
代
差
を
指
摘

す
る
声
も
あ
っ
た
。
た
し
か
に
、
「
最
初
の

10
年
は
大
学
で
い
え
ば
１
年
生
」
と
い
う
議
論

の
有
効
性
は
、
同
じ
会
社
に
定
年
ま
で
勤
め

続
け
ら
れ
る
こ
と
を
当
然
の
前
提
と
し
て
い
る
。

　

10
日
で
退
職
は
早
す
ぎ
に
し
て
も
、
10
年

下
積
み
を
続
け
た
と
し
て
ど
れ
だ
け
の
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
が
得
ら
れ
る
の
か
。
一
昔
前
な
ら

お
そ
ら
く
、
圧
倒
的
多
数
が
「
い
い
話
」
と
受

け
止
め
て
終
わ
っ
て
い
た
だ
ろ
う
エ
ピ
ソ
ー
ド

に
つ
い
て
、
意
外
に
も
賛
否
が
分
か
れ
た
の

は
、
終
身
雇
用
と
年
功
序
列
と
い
う
「
日
本

型
雇
用
」
が
自
明
で
は
な
く
な
り
、
就
職
へ

の
認
識
が
世
代
間
で
変
わ
り
つ
つ
あ
る
現
状

を
映
し
出
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

◆
昭
和
の
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観
？


